
社会的課題解決に貢献するNECの事業活動特集 すべての人がデジタル社会の恩恵を享受

対話のきっかけとなる話題提供による
コミュニケーション活性化技術
水口 弘紀　石澤 善雄　村岡 優輔　中尾 敏康

1.	まえがき

近年、日本では高齢者が増え、孤独死や高齢者犯罪の増
加など、高齢者の問題が顕在化しています。また、人間関
係は希薄化しており、高齢者をサポートする人材の減少を招
いています。こうした高齢化社会に起因する問題は日本だ
けでなく、世界的な問題になっています。

一方で、日本政府による高齢者へのアンケート結果1）で
は、気軽に対話できる友人がいる高齢者は、友人がいない
高齢者に比べ、生きがいを感じている割合が高いという結
果が出ています。この点から、高齢者や地域の住民同士が
気軽に対話できる人を増やすことは、生きがいと密接に関係
していると分かります。

我々は、ソーシャルネットワーキングサービス（SNS）にお
いて、対話を喚起する話題を見つけ出し提供することで、コ
ミュニケーションを活性化する技術を開発しています。本技
術によって、地域住民や従業員同士などの対話のきっかけ
を作ることで、お互いを理解する人、気軽に対話できる人を
増やすことができると考えています。

以下では、まず、コミュニケーション支援環境を説明し、
次に開発している技術について説明します。

2.	コミュニケーション支援環境と課題

我々は、オンライン上のSNSを用いたコミュニケーション
支援環境を想定しています。SNSでは、お互いに興味のあ
る情報をSNS上での友人と共有しコメントしあうことができ
ます。このような情報共有やコメントによってコミュニケー
ションを行います。例えば、健康に興味のある利用者が、健
康に関する新聞記事を紹介して友達同士で共有しあうこと
ができます。このように、オンライン上で興味を持った情報
のやりとりを行うことで、お互いの興味を知り、より深い関
係を構築していくことができます。オンライン上での関係を
築くことで、実際の地域社会や会社内でも気軽に対話でき
るようになると考えています。

しかし、SNSを導入するだけではコミュニケーションは増えま
せん。主に2つの課題があります。1つは、共通の話題が見つか
らないため、対話を切り出せないことです。もともとつながりが
少ないコミュニティや新たに友達になった人同士では、共通する
話題を見つけることが難しく、結果的にコミュニケーションが生
まれにくくなります。2つ目は、友人候補を見つけることができな
いため、関係が広がらないことです。コミュニティの中には潜在
的に友人となる可能性のある人がいます。しかし、これに気付
く手段がないためコミュニケーションを取ることができません。

NECでは、人間同士のコミュニケーションのきっかけとなる話題を提供することで、コミュニケーションの活性化につな
がる技術を開発しています。コミュニケーションを支援することで、社会問題となっている高齢者の孤立化や若者の地
域コミュニティ離れを防ぎ、社会参加を促進できます。話題としてニュース記事を提供するユーザー実験により、従来
技術に比べてコミュニケーション量が2倍に増えました。また、東日本大震災の仮設住宅において同技術のフィールド
実験を行い、被災地では復興関連の話題、自治会の話題に強い関心があることが分かりました。

コミュニケーション活性化／ソーシャルネットワーキングサービス／情報推薦／コミュニティ形成支援
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3.	コミュニケーション活性化技術

上記2つの課題を解決するため、友人や友人候補と共有
できる話題を提供する話題提供技術と、広い関係構築を支
援する友人候補提供技術を開発しています。

友人と共有できる話題を提供することで、この話題をきっ
かけとしたコミュニケーションが生まれ、深い関係を構築で
きます（図1）。具体的には、システム（図1ではコミュニケー
ションをサポートするロボット）が利用者に話題を提供し、
利用者がこれを閲覧します。興味があればこれにコメント
し、友人と共有することができます。友人はコメントに返信
します。 

また、利用者の話題閲覧履歴やコメント履歴を元に、他
の利用者との関係を推定し、友人を推薦します。これにより、
潜在的な友人候補とつながりが生まれ、広く関係を構築で
きます。以下では、コミュニケーション支援システムの深い
関係構築のための話題提供方式と、広い関係構築のための
友人候補提供方式について述べます。

 
3.1 深い関係構築を支援する話題提供方式

話題提供の従来技術として、本人が興味あると思われる話
題を推薦するコンテンツベースフィルタリング推薦と、友人が
興味ある話題を推薦する協調フィルタリング推薦があります。

コンテンツベースフィルタリング推薦は、“利用者の興味”
を示す単語群と、話題内容の単語群の類似度を比較し、最
も類似する話題を推薦する方法です。利用者の興味を示す
単語群は、利用者が興味ありとした話題内の単語を元に学
習することで求めます。しかしながら、この方法では、各利
用者の過去の閲覧履歴のみに依存するため、話題に変化が
ありません。また、それぞれの利用者の興味とは適合しま
すが、対話相手の興味とは必ずしも一致しません。したがっ
て、双方に興味ある話題ではないため、コミュニケーション
のきっかけにはなりません（図2）。

協調フィルタリング推薦は、同じ話題を選択した利用者を
類似利用者として特定し、類似利用者が興味ある話題のう
ち、推薦対象利用者がまだ見ていない話題を推薦する方法
です。しかし、まだ誰も見ていない話題は推薦することはで
きないため、新着話題には対応できません。更に、推薦対象
利用者の興味と類似利用者の興味は必ずしも同じであるとは
限らないため、余計な話題が推薦されてしまいます（図3）。

本方式は、共通の話題に興味を持った利用者をグループ
化し、更に、共通の利用者から興味を持たれている話題も
グループ化します。その後、グループ内の利用者にグループ
内の話題を推薦します（図4）。

具体的には、まず、各利用者が過去に閲覧した話題を元
に、利用者の興味を学習します。次に、利用者の興味の単

図1　コミュニケーション支援環境
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図2　従来の話題推薦技術（コンテンツベース推薦）

図3　従来の話題推薦技術（協調フィルタリング推薦） 図4　共通話題推薦方式

語群と話題の単語群との類似度を計算します。各利用者の
各話題の類似度を元に、同じ話題に興味を持った利用者を

グループ化し、同じ利用者から興味を持たれている話題を
グループ化します。最後に、各利用者に所属するグループで
類似度の高い話題のうち、まだ閲覧していない新着の話題
を推薦します。

本方式では、興味の近い利用者に、共通する興味に関す
る新着の話題を推薦することが可能です。これにより、利
用者の興味にも対話相手の興味にも適合した話題を推薦で
き、コミュニケーションのきっかけとすることができます。

3.2 広い関係構築のための友人候補提供方式
従来、SNSにおける友人候補推薦は、友達の友達を推薦

するFriend of Friend方式が主です。この方式は、実世界
での友人をネット上でも実現するには有効です。しかし、広
い関係構築のために、まだ友人でない新しい友人候補を探
すには効果的ではありません。

我々の方式は、興味が共通である利用者で、お互いにシ
ステム内で同じアクションを行っている利用者同士を友人候
補として推薦します（図5）。同じアクションとは、同じ話題
にコメントを付けた、お互いのプロフィールページを参照し
たなど、利用者同士がシステム内で接触した可能性の高い
動作のことです。このように興味だけでなく、接触回数が多
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い利用者を友人候補として推薦することで、見たことのない
友人を候補として提示するのではなく、接触したことのある
利用者を友人候補とします。

4.	ユーザー実験

我々は、SNSを用いたコミュニケーション支援環境を実現
したシステムを開発し、コミュニケーション活性化実験を2
回行いました。まず、ユーザー実験として、コミュニケーショ
ン量を確認するための定量的評価と改善案を取得すること
を目的に、関東近郊に住む平均年齢約60歳の方20名に特
定期間利用していただきました。次に、高齢化とコミュニティ
形成が問題となっている被災地の仮設住宅において、20名

　図6 コミュニケーション量のユーザー実験結果

図7 コミュニケーション支援システム利用イメージ

ご利用いただきました。
ユーザー実験では、コミュニケーション支援システムのク

ライアントアプリケーションがインストールされたタブレット
を3週間、1日1回以上自由な時間に利用し、推薦された話
題に気にいったものがあればコメントしていただきました。
話題はインターネット上のニュース記事としました。この期間
サーバに蓄積された話題へのコメント数を確かめることで、
コミュニケーション量を計測しました。ここでコミュニケー
ション量とは、推薦した話題のうち2回以上コメントの付いた
話題の数です。その結果、従来の推薦手法に比べ2.1倍のコ
ミュニケーションが発生することを確認しました（図6）。同
時に改良点に関する意見も伺いました。

コメントの簡素化などを改良し、被災地の仮設住宅で
フィールド実験も行いました（図7）。手書きでのコメント入
力などの簡素化は好評でした。また、話題としてニュース記
事だけではなく、自治会のイベント情報や地方自治体の情
報を加えました。推薦した話題のうち、被災地の復興に関
する話題、自治会や自治体のイベント情報に多くのコメント
が寄せられました。

5.	むすび

本稿では、コミュニケーション活性化のための話題推薦
方法を紹介しました。対話相手との共通の興味に基づく話
題を推薦するものです。これにより、コミュニケーションの

図5 友人候補推薦方式

履歴情報

・興味が類似している
・同じ話題にコメントした

推薦

趣味や興味に加え、コメントした話題や閲覧履歴な
ど多様な情報を用いて推薦
→友人になる可能性の高い利用者を推薦

AさんにDさんを推薦

Aさん
Dさん

Bさん Cさん

AさんとDさん

・相手のプロフィール情報を閲覧した ..etc

本手法

②話題詳細閲覧

③コメント記述

今後も早く進むといい
ね

①推薦話題閲覧

④友人に通知

「復興公営住宅  各地で建設
開始」田中

すべての人がデジタル社会の恩恵を享受

対話のきっかけとなる話題提供によるコミュニケーション活性化技術

NEC技報／Vol.66 No.1／社会的課題解決に貢献するNECの事業活動特集　　89



関連URL
NEC、SNS上で嗜好に合わせた話題を提供し、友人関係の構築
や強化を実現する技術を開発～ 仙台市の仮設住宅で実証実験 ～
http://jpn.nec.com/press/201302/20130225_01.html

水口 弘紀
情報・ナレッジ研究所
主任

石澤 善雄
情報・ナレッジ研究所
主任 

執筆者プロフィール

村岡 優輔
情報・ナレッジ研究所

中尾 敏康
情報・ナレッジ研究所
研究部長

参考文献
1）	 内閣府：平成21年度　高齢化の状況及び高齢社会対策の実
施状況

きっかけとなる話題を提示することができます。ユーザー実
験により、従来手法の約2倍のコミュニケーション量となる
ことを確認しました。また、被災地の仮設住宅にてフィール
ド実験も行いました。

今後、地域コミュニティの活性化、企業内コミュニケーショ
ンの活性化などに取り組んでいきたいと考えています。
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